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学校再編についての意見交換会 意見等の要旨 

 

対象：南郷高校生徒 

開催日時：平成２８年１１月８日（火）午後３時４０分～午後４時３７分 

会場：南郷高校 

参加者数：9人 

 

（生徒） 

 中学生になると部活動などもある。土曜日や日曜日など部活動によって練習時間なども

異なるので、スクールバスでの通学になると朝や帰りなども大変になるのではないか。必

ずしも送り迎えのできる家庭だけではないので。自分も高校に入ってからバスに乗り遅れ

て、両親が働いているので迎えに来ることができないため、3時間かけて歩いて家に帰った

経験がある。 

（教育委員会） 

 スクールバスの問題が一番だと思う。朝には 1 便、夕方には 2 便になるかと思う。土日

曜日にもある程度のスクールバスを運行しなければならないと考えている。いろいろな工

夫をしていくがスクールバスで全部をカバーすることはできない。 

（生徒） 

 合併した後の校舎はそのまま残すのか。 

（教育委員会） 

 今、専門業者に委託して施設の状況調査を行っている。小牛田中学校と不動堂中学校に

ついてはずいぶんと古いので（学校の校舎として使わないのであれば）使用するのは厳し

いと思う。しかし、南郷中学校については何かの使えると思う。特に、体育館や武道場は

残すことになると思う。統合した後の校舎などの利活用については住民の皆さんと話し合

って決めていくことにしたい。 

（生徒） 

 やはり、思うことは部活動をやっているときに経験のある良い指導者がいるかいないか

だと思う。自分が中学生の時に経験のない先生だったが一生懸命熱心に指導してくれてよ

かったが、今の後輩たちの指導に時々中学校に行ってみると必ずしもそうではないようだ。

生徒にやる気を起こさせるような指導者がいない。自分の弟の時も指導者が代わって生徒

たちはまじめに取り組んでいなかった。 

（生徒） 

 新しい校舎をどこに置くかによって決まってくると思う。親との会話の中で、学校から

遠い生徒は学校に行く気がなくなって不登校になるのではないかと心配している。 

（教育委員会） 
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 スクールバスに乗れなくて不登校になる場合は、一時的なものなのでいろいろな解決策

がある。しかし、多人数の中で交友関係がうまくできずに不登校になることが一番心配さ

れる。その対策として、1 クラス 30 人未満学級を実現して、教職員の数を増やし生徒一人

ひとりの気持ちを身近に感じ取れるようにしなければならない。先生は生徒の頑張る姿を

見て一層頑張らなくては、とそのような校風づくりも必要と思う。 

（生徒） 

 統合したとしても、南郷中学校の校舎はトイレなどもきれいなので取り壊すのはもった

いないと思う。 

（教育委員会） 

 南郷中は何かの形で使うことになると思う。 

（生徒） 

 高校生の場合は、高校総体として大崎地区で行われているが、中総体はどうなるのか。

統合してしまうと涌谷中学校と 2校だけ戦うというのは悲しくなる。 

（教育委員会） 

 その辺はやり方によっていろいろな方法があると思う。町の教育委員会だけの問題では

ないのでもっと広域で大きなエリアで行うようになると思う。 

（生徒） 

 自分たちが中学生の時には、地活（地域活動）と言って地域のごみ拾いなどを行った。

地域の活動に貢献した人には表彰的なものとしてバッジをもらったりしたが、中学校が統

合したらそのような活動はどうなるのか。 

（教育委員会） 

 中学校が統合すれば、そうした地域活動も皆さんが住んでいる地域とは直結しなくなる。

そのような問題も発生してくる。統合してもそういった地域を良くするということは良い

ことなので、形は違っても残していくようになるのではないか。貴重な意見だと思う。 

（教育委員会） 

 自転車通学をする生徒の安全のためにヘルメットの着用を義務化することを考えている

が。 

（生徒） 

 かっこ悪いということでもないかもしれない。慣れればそれなりに良いのではないか。 

 

 

 


